
広報

市制50周年まであと 1年
半世紀を迎える大村は今・-。
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大
村
市
長
松
本

邑包
:;r.; 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
き
わ
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
か
ら
市
勢
発
展
の
た
め
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
待
望
の
九
州
横
断
自
動
車
道

が
開
通
し
、
高
速
物
流
の
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
た
、
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
に

は
本
県
の
工
業
技
術
振
興
の
拠
点
と
し
て

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

-
ナ
ガ
サ
キ
ハ
イ

テ
ク
プ
ラ
ザ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

，( 

し

に
、
海
上
空
港
を
活
用
し
て
日
本
航
空
大

村
乗
員
訓
練
所
ジ
ャ
ル
フ
ラ
イ
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
は
管
理
棟
、
格
納
庫
を
次
々
オ
ー
プ

ン
さ
せ
、
本
格
稼
動
す
る
な
ど
い
よ
い
よ

大
村
市
の
活
性
化
に
即
応
す
る
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
個
性
豊
か
な
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
埋
れ

て
い
た
歴
史
に
着
目
、
4
人
の
天
正
遣
欧

少
年
使
節
が
帰
国
し
て
4
0
0
年
を
記
念

し
、
種
々
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
中
で
も
、
マ
ラ
ソ
ン
の
女
王
ロ
ザ
・

モ
タ
選
手
の
招
へ
い
や
超
音
速
旅
客
機
コ

ン
コ
ル
ド
の
誘
致
は
全
国
的
な
話
題
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
成
果
は
、
ひ
と
え
に
市
民
皆
様
方

の
ご
協
力

・
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
、
深

く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
こ
こ
に
新
年
を
迎
え
、
乱
世
紀
に
向

け
て
大
き
く
飛
躍
し
よ
う
と
す
る
お
お
む

ら
。
私
は
こ
の
恵
ま
れ
た
空
港
、
高
速

自
動
車
道
、
流
通
と
い
う
三
つ
の
特
点
を

充
分
に
活
用
し
「
県
央
の
物
流
拠
点
都
市
」

と
し
て

一
層
の
躍
進
を
期
し
つ
つ
清
新
の

気
が
み
な
ぎ
る
の
を
覚
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
本
年
は

を
め

wp

a
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a
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同

局

員

向

市
勢
の
活
力
を
は
か
る
た
め
、
生
活
関
連

事
業
の
整
備
と
し
て
公
共
下
水
道
事
業
の

促
進
は
も
と
よ
り
、
し
尿
処
理
施
設
の
新

設
、
道
路
、
橋
梁
の
建
設
促
進
、
市
営
住

宅
の
建
設
、
都
市
公
園
の
整
備
、
学
校
教

育
施
設
の
充
実
を
行
い
、
着
実
な
る
市
勢

の
発
展
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
方
、
高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
福

祉
の
充
実
、
農
林
漁
業
や
地
場
産
業
の
育

成
、
都
市
の
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
水
資

源
の
開
発
や
企
業
誘
致
な
ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
制
叩
周
年
を
来
春
に
控
え
、
私
は
こ

の
魅
力
あ
る
お
お
む
ら
に
住
む
7
万
3
千

市
民
皆
様
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
築
き
、
触

れ
合
い
あ
ふ
れ
る
社
会
と
快
適
な
環
境
を
、

子
や
孫
に
誇
り
を
も
っ
て
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
に
私
の
責
務
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
市
政
に
対
す
る
よ
り

一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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全線開通後 1年を経過した九州横断自動車道 ・長崎自動車道、利用者も増え
県央の物流拠点都市としての機能を十二分に果たします。(大村インター付近)
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ア
ジ
ア
の
窓
口
と
じ
て

大
村
市
議
会
議
長
吉
川

曲
一
旦

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
を
迎
え
、
皆
様
と
と
も
に
大
村
市

の
繁
栄
を
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
ご
同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
、

長
崎
県
の
人
口
は
初
年
ぶ
り
に
減
少
し
た

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
が
増
加
し
た

の
は
、
わ
ず
か
2
市
ロ
町
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
わ
が
大
村
市
は
県
内
ト
ッ
プ

の
人
口
増
を
誇
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で

す
。
こ
れ
は
、
全
市
民
の
旺
盛
な
愛
郷
精

神
と
、
行
政
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

結
果
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

ら
じ
窓
広
あ
ふ
れ
トた

か

恕

主

づ
く
り

長
崎
県
知
事
高
田

勇

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
内
外
に
即
位
を
宣
明
さ
れ
た
喜
ば
し

い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
い
間
イ

ラ
ク
の
人
質
と
さ
れ
て
い
た
方
々
も
解
放

さ
れ
、

ご
家
族
と
と
も
に
楽
し
い
元
旦
を

お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
も
、
昨
年
2
月
、
県
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り

大
村
市
も
、

幻
世
紀
に
向
か
っ
て
、

一

歩

一
歩
着
実
な
市
勢
の
あ
ゆ
み
を
続
け
て

い
る
の
で
す
。

市
議
会
に
お
い
て
も
、
市
政
の
発
展
と

皆
様
の
将
来
の
幸
福
を
念
頭
に
お
い
て
ご

期
待
に
そ
う
よ
う
万
全
を
期
し
て
、
こ
の

こ
と
に
専
念
い
た
し
ま
し
た
。
議
員

一
人

ひ
と
り
が
最
大
の
努
力
を
払
っ
た
こ
と
は
、

こ
こ
に
つ
け
加
え
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
、
九
州
横
断
自
動
車
道
の
開
通

に
伴
う
、
お
お
む
ら
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ロ

i
ド

レ
l
ス
を
皮
切
り
に
、
長
崎
空
港
の
国
際

空
港
化
実
現
の
た
め
の
「
大
村
市
民
の
翼
L

香
港
交
流
使
節
、
大
村
市
の
新
し
い
顔
ゃ
つ

く
り
と
し
て
天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国

4
0
0
年
記
念
事
業
の
実
施
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
国
際
交
流
大
村
使
節
団
に
よ
る
国
際

都
市
大
村
を
ア
ピ
ー
ル
、
超
音
速
旅
客
機

コ
ン
コ
ル
ド
の
地
方
空
港
初
飛
来
等

、々

ま
し
て
、

三
た
び
、
県
政
の
重
責
を
拘
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
じ
た
。
信

任
の
重
さ
を
し
っ

か
り
と
背
に
荷
い
、
幻

世
紀
に
向
け
て
、
子
や
孫
に
誇
り
を
持

っ

て
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

「長
崎
県
ら

し
さ
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
」

を
常
に
念
頭
に
置
き
、
皆
様
の
英
知
と
総

力
を
お
借
り
し
、
そ
の
達
成
に
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
い
わ
い
に
し
て
、
昨
年
は
二
つ
の
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
を
好
評
、
盛
況
の
う
ち
に

催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
5
月
に

は
、
天
皇

・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰

ぎ
全
国
植
樹
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、

8
月
3
日
か
ら
白
日
間
開
催
し

た
長
崎

「旅
」
博
覧
会
で
は
、
入
場
者
も

多
く
の
事
業
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
計
画
か
ら
実
行
に
至

る
ま
で
、
多
く
の
皆
様
が
参
加
協
力
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
躍
動
す
る
大
村
を
肌

で
感
じ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
信
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
福
祉
を
増
進

し
、
市
民
生
活
の
安
定
を
図
る
に
は
、
な

お
重
要
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
解
決
し
、
明
日
に
誇
れ
る
個
性
豊
か

な
大
村
市
建
設
の
た
め
、
皆
様
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
立
案
者
と
な
り
、
主
役
と
な

っ

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

大
村
市
が
持
つ
歴
史
と
文
化
、
波
静
か

な
大
村
湾
、
雄
大
な
美
し
い
自
然
、
そ
し

て
、
長
崎
空
港
と
九
州
横
断
自
動
車
道
、

こ
れ
を
活
か
す
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

世
界
は

一
日
一
日
と
進
歩
し
て
い
ま
す
。

一
日

一
日
と
、
国
際
的
な
つ
な
が
り
の
必

要
性
が
増
大
し
て
い
る
の
で
す
。
海
上
空

1
8
8
万
人
と
目
標
を
は
る
か
に
超
え
、

長
崎
県
ら
し
い
街
並
み
づ
く
り
や
「
も
て

な
し
の
心
」
な
ど
数
多
く
の
成
果
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

か
ね
て
、
手
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
数

多
く
の
施
策
も
順
調
に
推
移
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
最
大
の
課
題
で
あ

り
ま
し
た
交
通
網
の
整
備
で
、
長
崎
自
動

車
道
の
大
村

・
武
雄
北
方
聞
が
1
月
お
日

に
開
通
し
、
本
県
も
い
よ
い
よ
高
速
道
路

時
代

へ
突
入
い
た
し
ま
し
た
。

今
日
、
世
界
は
平
和
と
自
由
を
求
め
大

き
く
動
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
球
上
か

ら
の
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

幻
世
紀
を
見
据
え
た
九
州
新
幹
線
長
崎
ル

港
の
利
点
を
生
か
し
、

M
時
間
運
航
体
制

を
確
立
し
、
ア
ジ
ア
の
窓
口
と
な
り
、
人

的
交
流
な
ら
び
に
航
空
貨
物
の
物
流
基
地

と
し
て
、
高
速
化
、
情
報
化
社
会
に
対
応

す
る
大
村
市
の
国
際
化
を
、
積
極
的
に
促

進
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
3
年
こ
そ
は
、
大
村
市
の
躍
進
の

年
と
し
て
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
内
容
充

実
の
た
め
最
大
の
努
力
を
傾
注
子
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

市
議
会
に
対
し
て
従
来
に
変
ら
な
い
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ゆ
く
平
成
3
年
が
、
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

c

ー
ト
、
ナ
ガ
サ
キ

・
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク

・

リ
ゾ
ー
ト
構
想
、
国
際
マ
リ
ン
都
市
構
想

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
や
、
技
術
立
県
対

策
、
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
に
対
す
る
総

合
的
な
振
興
対
策
、
園
芸
1
0
0
0
億、

つ
く
り
育
て
る
栽
培
漁
業
の
定
着
化
と
資

源
管
理
型
漁
業
の
推
進
、
高
齢
化
時
代
の

福
祉
対
策
、
国
際
交
流
、
環
境
保
全
、
教

育
、
文
化
な
ど
の
推
進
に
努
め
、
こ
の
郷

土
に
生
ま
れ
育
ち
、
老
後
を
養
う
皆
様
が
、

し
み
じ
み
と
幸
せ
を
感
じ
る
郷
土
づ
く
り

に
精
魂
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す。

今
後
と
も
、
皆
様
の
県
政
に
対
す
る
限

り
な
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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守山一歴
史
的
財
産
を
残
じ
た
三

天草少年
帰冨~.隼毘窓

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
天
正
少
年
使
簡
を
の
光
と
影
』
で
熱
い
討
論

天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国

4
0
0
年
記
念
事
業
推
進
協

議
会
で
は
、
日
欧
交
流
の
先
駆
者
と
な
っ
た
天
正
遣
欧
少

年
使
節
た
ち

の
真
相
や
、
歴
史
的
意
義
を
探
る
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム

「
天
正
少
年
使
節
ー

そ
の
光
と
影
」
が
ロ
月

2
日、

市
民
会
館
に
市
内

・
外
か
ら
約

5
0
0
人
の
聴
衆
を
集
め

て
開
か
れ
ま
し
た
。

それぞれの研究発表を通して、熱心な論議が交わされたシンポジウム
(ー%・市民会館)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
シ
ナ
リ

オ
作
家
の
市
川
森
一
氏
を
司
会
に
、

作
家
の
一
二
浦
哲
郎
氏
の
一記
念
講
演
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
松
田
毅

一
(
京
都

外
国
語
大
学
教
授
)、片
岡
千
鶴
子

(
純
心
女
子
短
期
大
学
学
長
)
、
皆

川
達
夫
(
立
教
大
学
教
授
)
、
小
島

幸
枝
(濁
協
大
学
教
授
)
、
作
家
の

小
中
陽
太
郎
氏
の

5
人
が
出
席
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

基

発

表

調

第
1
部
は
、
5
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
る
基
調
発
表
。

松田毅一氏
(京都外国語大学教授)

松
田
教
授
は
、
「
遣
欧
使
節
の
発

案
者
は
ヴ
ァ
リ

ニ
ヤ
l
ノ
巡
察
師

で
あ
り
、
大
友
宗
麟
、
有
馬
晴
信
、

大
村
純
忠
の

3
候
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
我
が
国
に
は
遣
欧
使
節
に

関
す
る
確
か
な
史
料
が
な
く
、

4

少
年
に
つ
い
て
解
明
で
き
な
い
な

ぞ
が
多
い
」
と
発
表
。

片岡千鶴子氏
(純心女子短期大学学長)

片
岡
学
長
は
、
「
当
時
、
日
本
人

を
優
れ
た
国
民
で
あ
る
と
高
く
評

価
し、

日
本
人
向
身
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
見
て
ほ
し
い
と
夢
を
持

っ
て

い
た
の
は
一ザ
ピ
エ
ル
で
、
そ
の
音
ふ

志
を
継
ぎ
天
正
使
節
を
派
遣
し
た

の
が
ヴ
ア
リ
ニ
ャ

l
ノ
巡
察
師
で

あ
り
、
天
正
の
使
節
た
ち
は
、
ザ

ビ
エ
ル
の
夢
の
実
現
と
も
い
え
る
」

と
分
析
。

皆川達夫氏
(立教大学教授)

皆
川
教
授
は
、
「洋
楽
、
つ
ま
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
が
我
が
国
に

導
入
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
約
4
0

0
年
前
の
天
王
期
に
あ
っ
た
」
と

し
、
使
節
た
ち
が
見
聞
し
た
と
思

わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
を
実
際

に
聞
き
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統
音

楽
と
も
似
て
い
る
面
が
あ
る
な
ど
、

音
楽
を
通
し
て
の
深
い
か
か
わ
り

を
解
い
た
。

小島幸枝氏
o萄協大学教授)

小
島
教
授
は
、
「
使
節
た
ち
が
持

ち
帰
っ
た
印
刷
機
に
よ
り
製
作
さ

れ
た
語
学

・
文
学

・
宗
教
の
三
分

野
に
わ
た
る
宗
教
書
は
、
日
本
学

と
も
い
え
る
総
合
的
な
分
野
に
も

お
よ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
宗

教
書
か
ら
、
日
本
人
は
俗
界
か
ら

精
神
界
へ
の
高
い
飛
朔
を
学
ん
だ

の
で
は
な
い
か
」
と
発
表
。

小中陽太郎氏
(作家)

小
中
氏
は
、
「
我
が
国
は
、
時
代

の
転
換
期
に
若
い
子
に
将
来
を
託

す
る
勇
気
を
持
っ
て
い
た
。

こ
れ
が
、
天
正
使
節
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
派
遣
と
な
り
、
世
界
史
を
変

え
、
歴
史
的
財
産
を
残
し
た
。

彼
ら
へ
の
憧
れ
と
尊
敬
は
人
一

倍
も
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
、
現

在
の
日
本
の
子
供
た
ち
を
宙
づ
り

に
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
提
起
し

た
い
」

と
訴
え
た
。
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念

講

演
三浦哲郎氏

(作家)

第
2
部
で
は
、
作
家
の
三
浦
哲

郎
氏
が
、
少
年
使
節
が
た
ど
っ
た

道
を
、
自
ら
も
た
ど
り
取
材
し
て

書
き
上
げ
た
と
い
う
「
少
年
讃
歌

|
私
が
書
い
た
使
節
の
旅
」
と
題

し
、
特
別
講
演
を
行

っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市川森一氏
(シナリオ作家)

第
3
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

市
川
氏
を
司
会
に
5
氏
の
パ
ネ
リ

ス
ト
が
、
4
少
年
や
そ
れ
を
取
り

巻
く
人
た
ち
の
生
涯
や
人
物
像
、

音
楽
と
の
か
か
わ
り
、
言
葉
、
歴

史
的
意
義
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。



s 

ど
ち
ら
が
早
い
か
/

(
%
・
市
農
協
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
)

農
漁
業
生
産
者
や
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
よ
う
と
吃
月

2
日
、
「
ぼ
(
)
ぶ
ら
(
か
ぼ
ち

ゃ
)
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
L

(

農
林
水
産
ま
つ
り
実

行
委
員
会
主
催
)
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
の
農
協
グ
ラ
ン
ド
な
ど
で
は
、
お
に
ぎ

り
コ
ン
ク
ー
ル
、
野
菜
や
加
工
食
品

・
海
産
物

な
ど
の
即
売
、
綱
引
き
大
会
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み

ど
り
」
丸
太
切
り
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
家
族
づ
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

4

司
さ
あ
l
、

Iよ報おおむら平成 3年 1月号

企ミュージカルに初挑戦

c泊 ・市民会館)

力卜レアコーラス(田川久仁子代表・

約40人)が初挑戦した、ミュ ジ力ル

「マイ・ブロ ドウェイ」公演が行われ、

市内 ・タトからも訪れ超濁員となった会場

から、盛んな声援が贈られました。

公演には¥ミュージ力ルの指導にあた

った、大村出身のメゾソプラノ歌手 ・村

畠寿深子さんをはじめ、中央で活躍中の

ピアニストやダンサーらが共演しました。

""'.c_酬輔揖拶Vど記ンぞ話芸会
企操縦してみたい/

(% .ジャルフライトア力デミ 〉

市内・タトの小学5年から高校までの児

童 ・生徒、それに父兄など約100人が参加

して開かれた航空教室(ジャルフライト

アカデミー側主催・本社一今津町〉。機長

やスチュワ デスによる飛行機のしくみ

などの説明や、訓練機見学では、普段は

見ることも出来ない操縦席に乗るなど、

興味深く観察していました。

d

司
大
村
公
園
に
ベ
ン
チ
寄
贈(%

・
市
役
所
)

国
際
ソ
ロ
ブ
チ
ミ
ス
ト
大
村
(
川
上
久
美
子

会
長
)
は
こ
の
ほ
ど
、
木
製
ベ
ン
チ

3
脚
を
寄

贈
。
大
村
公
園
内
、
観
光
協
会
わ
き
の
噴
水
そ

ば
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
ロ
ブ
チ
ミ
ス
ト
は
、
毎
年
、
児
童
図
書
や

ベ
ン
チ
な
ど
を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ベ
ン

チ
寄
贈
は
今
回
で

5
回
目
で
す
。

写
真
は
、
松
本
市
長
に
ベ
ン
チ
目
録
を
手
渡

す
、
ソ
ロ
ブ
チ
ミ
ス
ト
の
皆
さ
ん
。

芸
術
の
綜
濁
幌

(M
l
お
白
・
市
コ
ミ
セ
ン
ほ
か
)

什
月

1
日
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
文
化
祭
も
、

お
日
の
舞
台
芸
術
祭
を
最
後
に
幕
が
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。

市
コ
ミ
セ
ン
会
場
で
は
、
美
術
展
覧
会
や
盆

栽
展
、
市
民
茶
会
、
寒
蘭
展
、
文
芸
大
会
が
、

市
民
会
館
で
は
、
邦
楽
、
吟
道
、
民
団
円
謡
曲
、

日
舞
、
華
道
吟
、
歌
謡
な
ど
の
舞
台
芸
術
祭
が

行
わ
れ
、
期
間
中
、
多
く
の
人
の
参
加
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同

n日
は
、
勘
作
座
が
出
演
し
た
長

崎
県
民
演
劇
祭
ち
行
わ
れ
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ

わ
し
い
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

‘ 
桜
龍
吟
舞
道
大
村
吟
詠
会

に
よ
る
吟
道

〈云茶民市
展

r 
J 

蘭

勘作座が出演した長崎県民

演劇祭

寒



m歳
に
な
っ
た
ら
国
民
隼
盆

1
4月
か
ら
学
生
も
強
制
加
人
と
な
り
ま
す

1

4ヲ~ @ 

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
、
皆
さ
ん
は

き
っ
と
夢
と
希
望
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
で
し

ょう。

皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
?

却
歳
か
ら
印
歳
に
な
る
ま
で
は
、

必
ず
「
国
民
年
金
」

に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

さ
て
、
大
人
の
第

一
歩

を
踏
み
出
し
だ
舎
目
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
こ
と
を
一
つ
:
:
・

あ
り
ま
せ
ん
。
加
入
し
な
い
で
い

る
と
、
将
来
年
金
を
も
ら
え
な

か
っ
た
り
、
障
害
に
な
っ
た
と
き

な
ど
何
の
保
障
も
な
か
っ
た
り
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
加
入
し
ま
し

ト
h

F

つノ
c

年
金
の
被
保
険
者
は
、

3
種
類

(
下
表
)
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
あ

な
た
は
ど
こ
に
該
当
し
ま
す
か
?

※
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
年
金
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

学
生
の
皆
さ
ん
も

強
制
加
入
に

初
歳
以
上
の
学
生
の
人
は
、
現

在
、
希
望
に
よ
っ
て
加
入
す
る

「
任
意
加
入
:と
な
っ
て
い
ま
す
つ

し
か
し
障
害
年
金
を
中
心
に
無

年
金
者
問
題
(
障
害
者
と
な
っ
て

も
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
)

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
基

礎
年
金
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
か

ら
も
、
今
年
4
月
か
ら
「
強
制
加

入
一
に
な
り
ま
す
。

昨年の成人式より

類

「第3号被保険者

者の種

第 2号被保険者

被保険

第 1号被保険者 i 
Oサラリ ーマンの

奥さ ん

市役所市民課

O厚生年金や共済

年金の加入者

(::リーマンや)

O自営業の人、農・

漁業の人と、そ

~ ι /フリーアルバイ ターの人¥

¥など丘、 ここに入り ますごJ

該

者

場職市役所市民課

加
入
手
続
き

毎月の給料から

-6  

@固 く~ ~
zm包盆伝説詮竺竺竺:
<lf'=層雪国脳園哩E湿畏君臨圃
令 l.ailll岨畠11=雪-臨調圃圃F司
寸 は瞬覇・圃~霊園圃.，事的
e> ‘.ザ吻司悶ト~..  贋藩冨難 J
<1. -富島由ζF哩F守マ難¥省
令 E験~置幽踏襲さ 輩弘ぜ
寸
b 
d 
e> 
<1 
e> 
<1 
e> 
〈命
令

2 昨年の成人式より

i成人式のご案内
e> 
4 
5 日時 1月間仰、午後 1時30分

ミ※午後 1時より受付開始

ミ場所 市民会館 乞 制をん故
q ま度受た

ど対象 昭和45年 4 月 2 日 ~46年 4 月 l 日 三 だで給でそ国
ぷ 生まれの人 ぶ 早すす加し民

一 、 d す。る入て年
令内容 式典・新成人の主張 ・アトフクン 令 ぎ たし老金

4 るめ、後 」
e> ヨシ/

2問い合わせ 社会教育課 ~ 'て 員交信 q
d ※服装は華美にならないようにお願いし 4 と けなえ病

令 ん 合 が て 気ヨ ます <1でい年、本
t> エマムマムマA骨 A骨 A骨 A骨 A骨 A骨 A骨 λ骨 八 骨入骨八台八台 も の金み事

当

夫が加入している
年金制度が、あな

たに代って納付し
てくれますので、
個人で納める必要
はありません。

付

斗

/

納

利

一

の

膨
行

座

発

口

す

所

的

i

n
川
又
戸
、
イ
本

V
/

て

便

あ

市
主
百

/
l、

保
険
料
の
納
め
方

J
P月
l
d
hu
月

J
p月
J
P月
J
p月
J
P月
J
P月

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ー
第
3
回
国
民
年
金
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
ー

国
民
年
金
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
が
、

1
3
1
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
人
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
、
年
金
制

度
広
報
な
ど
の

P
R
の
た
め
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二

般
の
部
一

最
優
秀

1
大
隈
礼
衣
(
向
陽
高
)

優
秀
l
氏
福
さ
お
り
(
同
)
、
内
田

八
重
(
同
)
、
釜
田
由
美
(
同
)

入
選

1
大
田
た
ま
き
(
同
)
、
片
山

恵
美
(
同
)
、
朝
長
し
の
ぶ
(
同
)
、

山
口
亜
紀
子
(
同
)

一児
童
・
生
徒
の
部
】

最
優
秀

1
牛
田
敦
子
(
西
大
村
小
)

優
秀
l
松
田
恭
子
(
玖
島
中
)

入
選
H
H
辻
健
太
郎
(
大
村
小
)
、
淵

晃
(
富
の
原
小
)



本への親しみ・心の豊か
さを養ってほしいと活動
を続ける「おはなしの部
屋」の皆さん。
園児たちも、すっかりお
話しの中に吸い込まれて
いるよう…。

(l~ ・松原幼稚園)

市
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
は
な
し
の
部
屋
」
(
白

石
悦
子
代
表
・

μ
人
)
が
、
こ
の

程
、
県
地
域
文
化
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
子
供
た
ち

に
幼
い
頃
か
ら
お
は
な
し
を
間
か

せ
、
本
へ
の
親
し
み
、
心
の
豊
か

さ
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
と
と

も
に
、
一
人
で
も
多
く
の
お
母
さ

ん
た
ち
に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
始
め
ら
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
読

み
き
か
せ
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
、
影
絵
な
ど
が
あ
る

2

現
在
は
、
定
例
会
や
、
公
民
館
・

住
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
地
域
で

行
っ
て
い
る
「
お
は
な
し
の
会
」

を
は
じ
め
、

3
歳
児
健
診
時
で
の

問
一
フ
社
ア
畑
注
|
増
「
お
は
な
し
の
部
屋
」

現
地
誠
実
化
章
を
受
章

大
村
か
ら
は
2
個
人
・

1
団
体

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
c

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

広報おおむら平成 3年 l月号

。
保
健
z

環
境

長
岡
守
策
(
印
歳
・
上
諏
訪
町
〉

精
神
科
医
師

。
受
通
安
全
・
防
犯

福
本
孝
次
(
河
歳
c

杭
出
津

2

丁
目
)
大
村
市
交
通
安
全
協
会
理

事。
産
業
(
農
林
)

萱
瀬
林
業
技
術
研
究
会
(
中
岳
町
)

Vム
#
w
A
d
f
T
A町
#
wム
d
y
v
A
4
F
v
h
#
V
A
d
F
M
1
1
#
i
V
A
4

読
み
き
か
せ
、
夏
・
冬
休
み
に
市

立
図
書
館
で
行
う
子
ど
も
大
会
、

そ
し
て
、
国
立
長
崎
中
央
病
院
小

児
病
棟
に
も
出
向
い
て
い
る
。

ま
た
、
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

と
、
平
成
2
年
度
よ
り
要
請
に
よ

り
出
向
い
て
い
く
「
お
は
な
し
の

出
前
」
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

主
婦
が
中
心
の
こ
の
グ
ル
ー
プ
、

自
営
業
や
勤
め
な
ど
、
多
忙
な
会

員
が
多
い
中
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で

の
積
極
的
か
つ
情
熱
的
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
章
に
つ
い
て
「
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
認
め
ら
れ

大
変
嬉
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
同

じ
志
を
持
つ
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の

励
み
に
も
な
る
と
思
う
し
、
私
た

ち
も
こ
れ
を
励
み
に
ま
す
ま
す
頑

張
り
た
い
」
と
話
さ
れ
た
。

おおむら12-ドレ，ス夫会成績

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
一

(
1
位
の
み
・
敬
称
略
)

一
一

小
1

⑤
東
勇
一
郎
(
福
重
)

二

⑧
丸
田
華
与
子
(
鈴
田
)
、
小
2

一
一

・
⑧
水
本
憲
吾
(
鈴
田
)
⑧
林
一
一

明
佑
美
(
竹
松
)
、
小
3
:
⑧
山

二

て
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や

本
大
輔
(
鈴
田
)
⑧
白
岩
梢

二

ボ
ー
ナ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
精
算
さ

(
旭
が

E
)
、
小
4
:
⑧
福
田
賢

二

れ
て
い
ま
す
の
で
、
普
通
は
確
定

二
(
旭
が
丘
)
⑧
石
丸
鶴
代

こ

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
放
号
、
小
5

者

優

路

二

し
か
し
、
確
定
申
告
を
す
る
と

(
鈴
田
)
⑧
中
島
未
来
(
三
城
)
、

二

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
や
、

小
6
・
:
⑧
渡
辺
大
輔
(
放
虎
原
)

二

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

雪
口
本
亜
悠
美
(
鈴
田
)
、
中
学

二

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
赤
城
圭
介
(
西
大
村
)
⑧

一一

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還

久
保
奈
津
子
(
郡
)
、
高
校
・
二
一
付
さ
れ
る
場
合

般
女
子
森
喜
美
子

一

・
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
1
ン
な
ど
で

ロ
月
9
日
、
冷
た
い
雨

の
中
、
小
学
1
年
生
か
ら

一
般
ま
で
総
勢
約
1
6
5

0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
強
定
申
告

「間
j
r
f
j
E州
市
r
u
i
1
1
;

1
月
幻
日
ま
で
に
p.

r
l
i
l
-
-
;
1
1
1
1
1
1
;
1
1
1」

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
資
産

は
、
法
人
・
個
人
の
別
な
く
毎
年

o
構
築
物
(
煙
突
、
貯
水
池
、
舗

1
月
1
日
現
在
で
、
所
有
状
況
な
装
路
面
、
内
装
工
事
、
土
地
に

ど
を
申
告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
定
着
し
た
土
木
工
事
な
ど
)

ま
す

c

c

機
械
お
よ
び
装
置

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び
家

O
船
舶
(
客
船
、
貨
物
船
な
ど
)

屋
以
外
の
資
産
の
う
ち
、
事
業
に

O
航
空
機

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、

0
車
両
お
よ
び
運
搬
具
(
構
内
運

そ
の
減
価
償
却
費
が
所
得
税
苧
法
搬
車
、
特
殊
自
動
車
な
ど
)

人
税
の
必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に

O
工
具
お
よ
び
備
品

算

入

さ

れ

る

資

産

で

す

。

申

告

期

限

1
月
幻
日
刊

ま
た
、
自
分
で
使
用
し
て
い
る
申
告
・
問
い
合
わ
せ

も
の
ば
か
り
で
な
く
、
ほ
か
の
人
税
務
課
固
定
資
産
税
係

に
貸
し
て
い
る
資
産
も
含
み
ま
す
。

取
得
し
た
場
合

c

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
0

・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
。

・
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合
。

な
お
、
還
付
申
告
を
す
る
場
合

に
は
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
の
合
計
が
却
万
円
以
下

で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
含
め
て
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申

告
は
、
一
般
の
確
定
申
告
と
は

違
っ
て
1
月
4
日
か
ら
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合

-
給
与
の
年
収
が
1
5
0
0
万
円

を
超
え
る
人
。

-
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
合
計
が
加
万
円
を
超
え
る

人。
-
給
与
を

2
か
所
以
上
か

ら
も

ら
っ
て
い
る
人
。

こ
の
よ
う
な
所
得
の
確
定
申
告

は
2
月
日
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮

⑫
1
3
7
0
)
へ
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井
手
重
子
さ
ん

(
臼
歳
・
片
町
)
主
婦

①いま活動しているクラブ

-サークル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

内容

松
添
許
見
さ
ん

(
泣
歳
・
竹
松
本
町
)

①
奏
月
流
大
正
琴
「
大
村
奏
月
、会」

②
現
在
日
支
部
、
各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
1
年
位
前
か
ら
会
の
統
合
、
仲

間
ゃ
つ
く
り
を
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
願
い
が
か
な
い
日
月
幻
日
、
浜
崎
奏
月

先
生
よ
り
襲
名
し
て
い
た
だ
い
た
「
大
村
奏
月

会
L

の
結
成
総
会
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

③
こ
の
大
正
琴
は
昭
和
国
年
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

の
大
正
琴
講
座
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

奏
月
流
家
元
の
浜
崎
先
生
の
魅
力
あ
る
熱
心

な
指
導
一
で
、
会
員
は
現
在
約
1
7
0
人
、
各
地

域
で
の
活
動
、
施
設
を
慰
問
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

奏
月
流
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
パ
ス
そ

し
て
、
家
元
の
ア
コ
ー
デ
オ
ン
が
加
わ
っ
た
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
が
特
色
。
会
員
同
志
の
心
の

輪
そ
し
て
、
技
術
面
も
要
求
さ
れ
ま
す
。

井
手
さ
ん
は
、

「大
琴
の
会
」
の
会
長
、
そ
し

て
、
今
回
結
成
さ
れ
た

「大
村
奏
月
会
」
の
会

長
に
も
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

④
各
支
部
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
で
大
き
な

組
織
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
か
ら
を

出
発
点
に
会
の
た
め
尽
し
た
い
。

ま
た
、
全
会
員
に
よ
る
大
き
な
舞
台
で
の
演

奏
会
を
し
た
い
と
い
う
の
が
一
つ
の
夢
で
す
。

①
ワ
ラ

・
ミ
ニ
ぞ
う
り
製
作
(
所
属
な
し
)

②
長
年
教
員
生
活
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
也
年

退
職
。
そ
の
後
、
こ
れ
と
い
っ
た
も
の
は
し
て

い
な
か
っ
た
が
、

5
1
6
年
前
、
竹
松
住
民
セ

ン
タ
ー
で
ぞ
う
り
作
り
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

を
聞
き
、
見
学
の
つ
も
り
で
行
っ
た
の
が
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

③
松
添
さ
ん
に
こ
の
程
、
教
職
時
代
の
水
泳
指

導
と
、
現
在
の
ワ
ラ
ぞ
う
り
作
り
指
導
が
、
青

少
年
健
全
育
成
活
動
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
と

し
て
、
一
県
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

号
か
え
υ
し
家
族

ぼ
く
の
家
は
叩
人
家
族
で
す
。

家
は
魚
屋
で
、
お
父
さ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
、
朝
4
時
に
長
崎
の

魚
市
場
に
行
き
、
帰
り
ち
夜
お
そ

く
帰
っ
て
き
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
ち
屈
で
働
い
て
い
ま
す
。

ぼ
く
も
、
夏
休
み
に
手
伝
い
に

行
っ
た
け
ど
、
帰
る
こ
ろ
に
は
く

た
く
た
で
し
た
。
お
父
さ
ん
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
こ
ん
な
事
を
毎

日
や
っ
て
い
る
の
で
大
変
だ
な
と

思
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
ぼ
く
達
の
た
め
に
毎
日
働
い

て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
/

(
正
太
郎
)

広報おおむら平成 3年 1月号

フ蒲クラ
(インディヌフカ)

昔
日

こんなグループ
知ってる?

視聴覚ライフゃラリー

市民映画会
1 月 12 日 (土) 午後 2 時~ 3 時
西大村コミセン 入場無料

くフィルム名〉
クオレ物語一炭屋の子ベツチー (アニメ ション25分〉

クオレ物語 難破船一 (アニメーション19分〉

赤ずきん (アニメーション13分〉

十
角
紀
子
さ
ん

(
お
歳

・
森
園
町
)
主
婦

①
大
村
レ
デ
ィ
ー
ス

F
C

②
昭
和
問
年
に
聞
か
れ
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
き

水
泳
は
、
若
い
頃
の
豊
富
な
経
験
と
指
導
力

で
、
ま
た
、
竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少

年
健
全
育
成
活
動
の

一
つ
に
、
世
代
ふ
れ
あ
い

の
ワ
ラ
ぞ
う
り
作
り
を
行
っ
て
い
る
が
、
松
添

さ
ん
を
は
じ
め
数
人
が
指
導
に
あ
た
っ
て
お
ら

れ
、
子
供
た
ち
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

松
添
さ
ん
は
、
こ
の
外
、
自
宅
で
は
ミ
ニ
ぞ

う
り
の
製
作
に
余
念
が
な
い
。

こ
の
ミ
ニ
ぞ
う
り
は
、
ワ
ラ
は
使
用
し
な
い

代
わ
り
に、

ビ
ニ
ー
ル
製
の
タ
プ
ロ
ー
ブ
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
お
菓
子
の
包
装
紙
な
ど
、
使
わ
な

私
た
ち
は
、
富
の
原
小
育
友
会
の
校
内
大
会

を
機
に
、
平
成
2
年
6
月
に
菖
蒲
ク
ラ
ブ
と
し

て
結
成
。
現
在
部
員
は
幻
人
で
す
。

と
こ
ろ
で
「
イ
ン
デ
イ
ア
カ
」
と
は
ど
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
?

っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
、
同
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
l
ム

「大
村
レ
デ
ィ
ー
ス

F
C
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

③
小
中
尾
賢
監
督
の
指
導
の
も
と
、
現
在
の
部

員
は
加
入
。
四
か
ら
却
代
ま
で
年
齢
層
も
広
く
、

そ
し
て
、
職
業
一婦
人
が
多
い
。

週
2
1
3
回
練
習
を
し
て
い
ま
す
が
、
体
力

や
精
神
力
も
つ
き
、
サ
ッ
カ
ー
も
う
ま
く
な
っ

て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
市
内
は
も

ち
ろ
ん
、
県
内
に
も
チ
l
ム
が
少
な
く
、
試
合

や
練
習
が
出
来
な
い
の
が
残
念
。

大
村
レ
デ
ィ
ー
ス

F
C
は、

日
月
行
わ
れ
た

九
州
大
会
で
準
優
勝
。
ロ
月
幻
-
U
A

日
静
岡
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
キ
ッ
プ
を
手
に
さ
れ

た
大
村
か
ら
の
全
国
大
会
は
今
回
が
初
め
て
。

主
将
の
十
角
さ
ん
は
「
初
戦
相
手
は
、
レ
ベ

ル
の
高
い
関
東
の
チ
l
ム
。
ど
こ
ま
で
や
れ
る

か
分
ら
な
い
が
、
精

一
杯
頑
張
る
、
で
き
れ
ば

初
戦
突
破
し
た
い
し
と
抱
負
を
話
さ
れ
た
。

④
何
と
い
っ
て
も
女
子
チ
i
ム
が
少
な
い
。
サ

ッ
カ
ー
は
、
日
人
と
い
う
多
く
の
人
が
出
場
で

き
る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
。
後
継
者
で
つ
く
り
の
意

味
で
も
、
多
く
の
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
チ
l
ム
が
出

来
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

- 8 -

く
な
っ
た
廃
物
を
利
用
し
て
の
製
作
。

「
手
先
を
動
か
す
こ
と
で
ボ
ケ
防
止
に
役
立

つ
の
で
は
L

と
始
め
た
ミ
ニ
ぞ
う
り
製
作
。
松

添
さ
ん
の
手
に
か
か
る
と
、
あ
ら
よ
あ
ら
よ
と

い
う
聞
に
、
カ
ラ
フ
ル
な
、
親
指
程
の
か
わ
い

ら
し
い
ミ
ニ
ぞ
う
り
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

最
近
は
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
指
導
依
頼
が
あ
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

④
育
成
会
の
皆
さ
ん
は
、
何
か
と
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
も
こ
う
い
う
企
画
は
大
い
に

実
践
し
て
ほ
し
い
し
、
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
は
、
羽
根
の
つ
い
た
ボ
l
ル

を
用
具
を
使
わ
ず
に
直
接
手
で
打
ち
合
う
、
古

く
て
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ル
ー
ル
が
6
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
似
て
る
た
め
理
解
し
易
く
、

ボ
ー
ル
が
小
型
で
片
手
で
充
分
操
作
で
き
ま
す
。

「
い
つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」
「
誰
と
で
も
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

市
の
大
会
を
機
に
県
の
協
会
に
入
会
し
、
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
レ
デ
ィ
ス
長
崎
大
会
と
県
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
レ
ベ
ル
の
高
さ

に
は
圧
倒
さ
せ
ら
れ
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
の
た
め

少
し
で
も
上
達
し
た
い
と
、
体
育
指
導
員
の
飛

口
さ
ん
の
熱
心
な
ご
指
導
の
元
、

3
月
の
県
大

会
に
む
け
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
も
っ
と
市

内
で
も
チ
l
ム
が
増
え
、
大
き
な
大
会
が
開
催

さ
れ
る
事
を
望
ん
で
い
ま
す
。

練
習
日
・
毎
週
火

・
土

l
午
後
2
時
j

4
時、

富
の
原
児
童
体
育
館

-
毎
週
金

1
午
後
8
時

l
m時
、
富
の
原
小
学

校
体
育
館

連
絡
先

中
田
(
宮
⑧
1
5
0
4
)

ち

黒豆、きんとん、ごまめ、昆布巻き、数の

子などの正月料理を「おせち」と呼ぶのは、
お 世ち く

「御節供」からきたものです。
ゼちにち

「昼間共J は、季節の変わり目を祝う節巴に
く こ じんじっ

食べた供御のこと。人目(1月7日)のなゆ、
'e f こ

主芭 (3月3日)の草もち、端午 (5月5日〉

のちまきなども節供だったわけですが、のち

には特に重要視された元日の祝い監のみが、

「おせちJ といわれるようになりました。
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種
混
含

破ジ百

風ア咳

予
防
接
種

該
当
す
る
幼
児

・
第
1
期
(
初
回
免
疫
者
)
生
後

μ
か

月
〆
‘
、
ノ
川
崎
か
月
の
初
回
免
疫
が
完
了
し
て
な

い
幼
児
。

(
要
領
)
3
(
)
8
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
、

3
回
接
種
し
ま
す
。

-
第
2
期
(
追
加
免
疫
者
)
:
・
第
1
期
3

回
目
接
種
後
1
年
か
ら
1
年
半
に
至
る
期

も
ち
つ
き
大
会
を
楽
し
む

片
町
保
育
園
の
園
児

聞
の
幼
児
。

(
要
領
)
い
ず
れ
か
の
日
に

1
回
接
種
し

ま
す
。

接
種
で
き
な
い
幼
児

o
熱
が
あ
る
幼
児
。

。
か
っ
け
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
疾
患

の
幼
児
。

o
胸
部
リ
ン
パ
体
質
の
幼
児
。

平
成

3
年

度

0
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
幼
児
。

持
っ
て
く
る
も
の
母
子
健
康
手
帳

お
願
い
体
温
は
必
ず
計
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

時
間

午
後
2
時

1
3時

三種混合予防接種目程表

会場名 接?手回重日
1 目 2回目

巾役所
T月(火2)2日 2月(火19)日

萱 瀬 出 張 所

西大村コミセン

1月(水23)日|2月(水20)日1
3
月(水13)

日

I

三 浦出張所

鈴 田 出 張 所

竹 松 出 張 所 4
月(木24)

日 2
月(木2)1

日!3
月(木14)

日
I福 重 出 張 所

中地 区公民館
オ月(金2)5日|2月(金2)2

日1| 3月(金1)5
日

I
松原出張所

保
育
所
ム
園
》
入
所
申
請

お
忘
れ
な
〈
日

。
公
立
保
育
所

竹
松
、
本
町

。
私
立
保
盲
園
萱
瀬
、
植
松
、
妙
宣
寺
、

久
原
、
三
浦
、
松
原
、
わ
か
ば
、
常
盤
、

回
天
天
宮
、
諏
訪
、
か
た
ま
ち
、
新
城
、
桜

馬
場
、
ふ
る
ま
ち
、
鈴
田
、
ひ
ま
わ
り

入
所
資
格
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
か
っ
、
同
居
の
親
族
、
そ
の
ほ

池
田
、
中
央
、
三
城
、

か
の
人
が
保
育
で
き
な
い
場
合

①
昼
間
に
、
家
事
以
外
で
家
庭
内
外
で
働

い
て
い
る
人
。

②
妊
娠
中
か
出
産
後
聞
が
な
い
人
。

③
病
気
、
付
が
、
ま
た
は
精
神
障
害
者
、

身
体
障
害
者
の
人
口

④
長
期
に
わ
た
り
病
人
な
ど
の
看
護
を
し

て
い
る
人
。

みん恕の

健康教室「
や
け
ど
の
予
防
と
初
期
治
療
」

テ
ー
マ

講
師

長
崎
大
学
形
成
外
科
・
・
・
崎
戸
徹
先
生

(
1
月
1
日
よ
り
国
立
長
崎
中
央
病
院
へ

赴
任
予
定
)

日
時

1
月
幻
日
関
、
午
後

1
時
列
分

(

)

3

時

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医
療
研

修
セ
ン
タ
ー

※
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
(
合
⑫
3
1
2
1
内

線
5
1
0
)

⑤
火
災
、
震
災
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
の

復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
人
。

対
象
児
童
の
年
齢

0
歳

1
5歳

保
育
料
年
齢
別
に
よ
り
、
そ
の
世
帯
の

税
額
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

申
請
期
間

1
月
7
日
制
(
)
白
日
嗣

入
所
申
請
、
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童

家
庭
係
(
内
線
1
5
3
・
1
5
4
)

※
入
所
申
請
書
は
、
福
祉
課
お
よ
び
各
保

育
所
(
園
)
に
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
保
育
所
(
園
)
に
入
所
中
、
申

請
中
で
も
新
た
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

※
入
所
申
請
は
、
必
ず
保
護
者
が
直
接

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

健康子レホふサ m ピス
8③4646または 0958⑧5511 

心不全 寸 A

注意を要する頭痛 .n 
冬の子どもの下痢 | 宇〈

眼とパソコン・ワープロ寸 Aゑ
チック症 I ¥し会
J〈イプカット I ¥( nl 
環境汚染と健康

'-:::当い

-10-

表

申込期間 イ呆 三同
三文 所 (園) 名

1月 7日(月) 池田・竹松・妙宣寺・松原・わ

一12日(土) かば・美天宮・諏訪

1月14日(月) 中央・=城・本町・ 常盤・桜馬

~19 日 (土) 場 ふ る ま ち | 

手呈日言青申所入

l1月一 萱瀬植松久原云浦カた |

~26日(士)| ま ち新城鈴同ひまわり | 

※上記日程表で申請できなし¥人は、 1 月 7 日 ~31 日ま
での期間で都合のよい 日に申請してくださいっ



広報お五む ら平成 3年 1月号

新
し
い
戸
籍
は
正
じ
い
字
で

H
H
誤
字
・
俗
字
は
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

l

豆
成
3
年
7
月
?
巴
か
ら
「
従

来
の
戸
籍
に
誤
字
・
俗
{
子
で
記
載
さ

れ
て
い
る
氏
名
を
新
し
い
戸
籍
に

記
載
す
る
場
合
に
は
¥
正
し
い
{
子
を

用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
戸
籍
は

正
し
い
字
で

新
し
い
戸
籍
に
は

正
し
い
字
で
記
載
し
ま
す

①
従
来
の
戸
籍
に
、
氏
名
が
誤
字

・
俗
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
新
し
い
戸
籍
に
正
し

い
字
で
記
載
し
ま
す
。

(
ア
)
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て
新
し

く
戸
籍
を
作
る
場
合

(イ
)
養
子
縁
組
な
ど
に
よ

っ
て
他
の
戸

籍
へ
入
籍
す
る
場
合

(
ウ
)
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
な
ど

②
誤
字

・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記
載
す
る

場
合
に
は
、
届
け
出
の
時
あ
る
い
は
戸
籍

に
記
載
し
た
後
に
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

③
俗
字
の
う
ち
「
高
」
と
か
「
崎
」
な
ど
、

一
定
の
範
囲
の
字
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

ま
ま
記
載
し
ま
す
。

申
し
出
に
よ
っ
て

正
し
い
字
に
訂
正

す
る
こ
と
も
出
来
ま
す

現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
正
し
い
字
に
は
直
り
ま
せ
ん
が
、
申

し
出
に
よ

っ
て
、
正
し
い
字
に
訂
正
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

‘ 

申
し
出
に
よ
っ
て
難
し
い

字
体
を
や
さ
し
い
字
体
に

直
す
こ
と
が
出
来
ま
す

例
え
ば
「
蓬
」
と
旧
字
体
で
記
載
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ご
不
便
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
新
字
体
で
あ
る

「辺」

に
直
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
で
お
尋
ね
く
だ
さ

ご
存
知
で
す
か
供
託
制
度

「供
託
」
と
は
、
金
銭
を
供
託
所
に
提

出
し
て
、
そ
の
金
銭
を
相
手
の
人
に
受
け

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
法
律

上
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
制
度
で

す
。例

え
ば
、
地
主
や
家
主
さ
ん
が
地
代
や

家
賃
を
受
け
取
ら
な
い
と
き
な
ど
に
供
託

を
す
る
と、

支
払
い
が
済
ん
だ
の
と
同
じ

効
果
を
生
じ
る

「弁
済
供
託
一や

「
営
業
保

証
供
託
」
「
選
挙
供
託
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

明
治
お
年
に
供
託
一規
則
が
制
定
さ
れ
、

今
年
で

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
供

託
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
長
崎
地
方

法
務
局
大
村
支
局
(
東
本
町
宮
⑫
2
5
4

7
)
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

な
お
、
定
例
人
権
相
談
と
併
せ
て
、
供

託
相
談
を
行
う
「
人
権
・
供
託
相
談
」

を

実
施
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

1
月
7
日
側
、
午
前
日
時
{
)
午
後

3
時

場
所

市
盆
附
十
回
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

=家族・人権・青少年二

識
と
A
U

誌
と
醤
m

v
n
E
議

初

心

穂

幽
闘
個

F
E

日
常
生
活
の
な
か
で
生
計
、
家
族
、
人

権
、
教
育
、
青
少
年
に
関
す
る
こ
と
な
ど、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
、
悩
み
ご
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

「心
配
ご
と
相
談
所
」
で
は
、
次
の
日

寝たきりのお年寄りの

介護は…?
介護教室

受講生事集

身
近
に
い
る
お
年
寄
り
が
弱
っ
て
き
た

と
き
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
時
「
家
族
は

ど
う
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
の
か
」「
お
年
寄

程
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、

9
時

1
午
後
3
時

場

所

福

祉

セ
ン
タ
ー
1
階

相
談
員

村

上

誓

(

包
⑧

1
8
1
9
)

首
藤
昌
史
(
宮
⑬
4
4
9
1
)

松
尾
ヨ
シ
カ
(
宮
⑭
2
0
3
6
)

錦

戸

貞

子

(
宮
⑬
0
1
9
5
)

谷
山
ツ
ギ
子
(
宮
⑬
7
4
5
8
)

午
前

り
は
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
」

日
常
的
介
護
を
中
心
に
行
い
ま
す
の
で
、

誰
で
も
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
7
日
附
'e¥''3

月
7
日
同
(
全

5
回
)

場

所

・

福
祉
セ
ン
タ
ー

.
特
別
養
護
老
人
ホ

1
ム
慈
恵
荘

内
容

入
浴
介
助

τ
食
事
介
助

・
オ
ム
ツ

交
換

・
介
護
の
方
法
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
(
宮
⑬
1
3
5
1
)

※
申
し
込
み
は
、
電
話
で
結
構
で
す
。

ここちづ〈し鍋
ヲzスティ11.1，

「心のわ かけてみようよ

七色にj をテーマに、障害者

と健常者の交流の場として開

催し ます。

日時 1月25日樹、午後 1時

会 場 長崎市民会館

内容 ・記念式典

・基調講演=長崎大学教授 ・

中根允文先生

・シンポジウム

~障害とともに生きる~

・ふれあい広場(障害者の作

品の展示 ・即売など)

・相談コーナー(一般健康相

談、精神保健相談など)

※詳しくは、県精神衛生協会

事務局(県保健予防課内8

0958@8552) へ

ll~ 



住
民
票
・
年
金
受
給
者
現
況
証
明
の

""  咽同 ，. 
… -
-~ ----・…・
区、~・
~・-.・..  ， '~ ~ 

E ・・ 司盟国

一-

住
民
票
と
年
金
受
給
者
現
況
証
明
が、

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た。

こ
の
新
し
い
取
り
扱
い
は、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
、
大
村
市
と
市
内
郵
便
冒
と
の
間
で
協
議
さ
れ
、

ロ
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

レ
疋
。

手
続
き
は
か
ん
た
ん

申
請
を
す
る
人
は
、
最
寄
り
の

郵
便
局
で
、
備
え
付
け
の
交
付
申

請
書
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
だ
け
。

あ
と
は
、
郵
便
局
と
市
役
所
の
連

携
に
よ
り
、
申
請
さ
れ
た
住
民
票

あ
る
い
は
、
年
金
現
況
届
を
作
製

し
、
申
請
者
へ
返
送
す
る
し
く
み

消防出初式

郵
便
で
請
求

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
他
人
の
分
の
請
求
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
印
鑑

料
金

3
3
4
円
(
小
為
替
な
ど

の
手
数
料
お
よ
び
返
信
・
往
信
用

切
手
代
)

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
た
は
、

送
付
〈

Y
U

最
寄
り
の
郵
便
局
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

1月8日(火)午前 9時
新春恒例の大村市消防出初式を行います。

多数の皆さんのご参観、ご協力をお願い

します。

場所競艇場駐車場(雨天の場合は競艇場

内イベント広場)

市中行進 ・徒歩ニ午前11時10分出発(片

町~鶴亀橋~アーケード~ノてスターミナ

ノレ)

・車両=午前11時15分出発(競艇場駐車場

~国道~パスターミナル)

分列行進西三城町通り

放水演習午前11時40分、大上戸川

署横)

※午前 8時に消防演習招集サイレンを鳴ら

します。

(消防

I対 J守合量了一一一-

jFfおfF趣

主主主 手芸F52E
吾、 fヨ齢 工支で γ 週曹
三五費 完空白£蚕
アゼ静子25525

差~ ~ぎて重 F 室
主夜 雫 f寄勾軍

省詳 I持. 雇喜 志

J21U F字f525 
5 ?ぞ ミヲ 4 よ人が 局言

、 1':: り当 6 鳴

ぷ事dd生りか萎
6層智弓局弓 z若年
8 府 4、 齢寄:担豆E
o @司会 者 r~ .iF 
5発丙 (l)万吉孟孟
:てJ声1I 産円卓 摺寄

亙 131ぎ『

簡
易
水
道
使
用
料
金
の
徴
収

な
ら
び
に
検
針
の
手
続
き
は

大
村
市
の
簡
易
水
道
に
つ
い
て
、

新
規
お
よ
び
転
居
な
ど
に
よ
る
開

始
届
、
休
止
届
の
手
続
き
は
水
資

源
対
策
室
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
簡
易
水
道
料
金
の
徴
収
な
ら

び
に
検
針
に
つ
い
て
は
、
大
村
市

都
市
開
発
側
(
東
三
城
町
6
1
1

宮
⑭
4
1
5
1
)
に
委
託
し
て
お

り
ま
す
口
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
簡
易
水
道
料
金
を
滞
納

さ
れ
ま
す
と
、
水
道
水
の
停
止
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

文《包基金ヘ
多額の寄付

中村朋義さん(西三城町〉は、

この疋び大村市の文化振興に

役立ててくださいと¥文化墓 l

-12 

平
成
3
年
度

教
育
改
革

モ
=
タ
i
募
集

教
育
改
革
に
関
す
る
諸
施
策
の

実
施
に
当
た
り
、
広
く
て
般
国
民

か
ら
意
見
、
要
望
な
ど
を
聴
き
、

諸
施
策
の
立
案
、
検
討
、
具
体
化

に
反
映
さ
せ
ま
す
。

応
募
資
格
満
却
歳
以
上。

期
間

2
年
間
(
議
員
や
公
務
員
、
行
政

相
談
委
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
)

申
込
締
め
切
り

2
月
4
日
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
総
務
課
企
画
広
報
班

(
長
崎
市
江
戸
町
2
の
日
)

金へ50万円寄付されましだ口



お
し
ら
せ

市
納
入
物
品
関
係

指
名
申
請
書
を

受
け
付
け
ま
す

平
成
3
年
度
お
よ
び
4
年
度
に

お
い
て
、
市
が
発
注
す
る
物
品
購

入
な
ど
(
工
事
請
負
を
除
く
)
の

入
札
、
見
積
り
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
指
名
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

2
月
1
日
幽
''t

、J
加
日

岡
町提

出
書
類
市
指
定
様
式

提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

財
政
課
用
度
係

広報おおむら平成 3年 1月号

国
の
進
学
口

l
ン

融
資
制
度
の
利
用
を

利
用
で
き
る
人

高
校

・
大
学

・

専
修
学
校
な
ど
に
進
学
さ
れ
る
人

の
保
護
者

資
金
使
途

進
学
に
必
要
な
入
学

金

・
授
業
料
な
ど
の
学
校
納
付
金
、

受
験
料
な
ど
受
験
の
た
め
に
必
要

な
資
金
な
ど

融
資
額

1
0
0
万
円
以
内

(1

進
学
者
あ
た
り
)

返
済
期
間

5
年
以
内

た
だ
し
修
業
年
限
が
4
年
以
上

の
学
校
(
大
学
・
高
専
な
ど
)
に

進
学
さ
れ
る
場
合
は

6
年
以
内

利
率

年
8
・
3
%

返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済

1 同2i日(日)、
日時 l.iJ 

会場 市民会館 爪番目昌歌(眠りの精、カ ソ

両占 ・せ か い…一

つ1乞Lほ肘王か削) め ぞう、 7水主隊附族瞬色館官

二重動力物の謝肉祭 (ゆカか〉

白鳥併ほか 打リーワールド
・ブア.// -¥ 

J ¥ーほか)

午後2時開演

(小さな世界、

の
ほ
か
、
ボ
ー
ナ
ス
月
に
増
額
返

済
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
長

崎
支
庖

(8
0
9
5
8
⑫
3
1

4
1
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

引
な
、が
さ
き

シ
ル
ク
フ
ェ
ア
|

シ
ル
ク
の
や
さ
し
さ
を

着
て
み
ま
せ
ん
か
ノ

期
日

2
月
1
日
働

・
2
日
凶
、

午
前
叩
時
初
分
(
)
午
後
6
時

場
所

メ
デ
ィ
ア
ワ
ン

N
B
C

ホ
1
ル

内
容

和
洋
絹
製
品
展
示

・
即
売
、

シ
ル
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ

ー、

繭
フ
ラ
ワ
ー
製
作

・
実
演
、

来月
製

一一館書図一一
ト
リ
ト
リ

5
年
4
組
の
場
合

(
泉
啓
子
)
、
カ
ブ
ト
ム
シ
が
ほ
し

い
(
か
み
や
し
ん
)
、
ギ
ャ
レ
ッ
ト

ワ
イ
パ
ン

未
知
な
る
地
平
(
蜂

屋
誠
二
、
マ
マ
は
怪
盗
紳
士
の
大

フ
ァ
ン
グ
(
藤
真
知
子
)
、
こ
う
ば

し
い
日
々
(
江
園
香
織
)
、
森
の
ネ

ズ
ミ
の
う
ん
ど
う
会
(
岡
野
薫

子
)
、
ジ
リ

l
の
庭
で
(
エ

レ
ン

・

ハ
ワ

l
ド
)
、
ち
び
っ
こ
吸
血
鬼
と

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
休
暇

(ボ

l
デ

ン
ブ
ル
ク
)
、
恐
竜
は
な
ぜ
ほ
ろ
ん

だ
か
(
ヒ
サ
ク
ニ
ヒ
ゴ
)
、
り
ぼ
ん

品
ア
ン
ケ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
絹
需
要
増

進
協
議
会
(
県
農
産
課
内
)

取
り
壊
し
家
屋
の

届
け
出
は
早
自
に

平
成
2
年
中
に
家
屋
の
全
部
取

り
壊
し
、
ま
た
は
、
一
部
取
り
壊

し
た
も
の
に
は
、
翌
年
度
の
固
定

資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

届
け
出
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
税
務
課
固
定
資
産
税
係

へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
務
局
に
手
続
き
済
み

の
も
の
は
除
き
ま
す
。

ご
利
用
く
提
示
V

新
着
児
童
図
書
が
入
り
ま
し
た

ち
ゃ
ん
の
お
み
こ
し
ワ
ッ
シ
ョ
イ

(那
須
正
幹
)
、
影
よ
・さ
ら
ば
(
北

原
宗
積
)
、
オ
ウ
ム
ど
ろ
ぼ
う
事
件

(
ヒ
ル
デ
ィ
ッ
ク
)
、
テ
オ
の
家
出

(
へ
ル
ト
リ
ン
グ
)
、は
じ
め
て
出

会
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
1
1
8

(
徳
田
雄
洋
)
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
博
物

館
1
1
4
・
ひ
い
ら
ぎ
は
か
せ
の

パ
イ
キ
ン
た
い
じ
(
た
む
ら
し
げ

る
)
、
や
ど
か
り
の
お
ひ
っ
こ
し

(
エ
リ
ッ
ク
・カ
ー
ル
)
、
ね
こ
と

い
る
と
い
い
な
あ
(
さ
の
よ
う

こ
)
、
テ
ィ
リ
!
と
か
べ
(
レ
オ
・

大
村
市
少
年
剣
道
大
会
成
績

ロ
月
2
日
、
市
民
体
育
館
で
総

勢
6
6
0
人
の
少
年
剣
士
が
技
を

レ
オ
一
こ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
だ
い
す

き
ね
こ
(
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
メ
イ

ン
)
、
っ
き
よ
の
か
い
じ
ゅ
う
(
長

新
太
て
み
て
み
て
お
め
め
(
梅
田

俊
作
て
ゆ
き
が
く
る
(
あ
き
い
た

か
し
て
ナ
ク

1
ラ
伝
説
の
森
(
エ

ム
・ナ
マ
エ
)
、
鬼
ま
つ
り
(
峠
兵

太
)
、
ま
っ
て
ま
し
た
ノ
タ
ケ
ち
ゃ

ん
(
辻
邦
)
、
き
い
ろ
い
家
(
ブ
レ

イ
ク

・
モ
リ
ス
ン
)

※
1
人
3
冊
ま
で

2
週
間
、
無
料

で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館

(宮

⑫
2
4
5
7
)
 

駐
車
場
が
変
わ
り
ま

し
た
/

な
お
、
駐
車
場
が
パ
ス
通
り
側

競
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

O
団
体
の
部

①
天
真
道
場
A
、

②
微
神
堂
A
③
今
村
剣
心
会
A
、

生
武
館

個
人
戦
の
部

(
1
位
の
み
)

小
3
・
:
山
口
千
鶴
(
田
下
)
、

小
4

・
:
朝
長
達
也
(今
村
)
、
小
5
・:
小

長
和
也
(
富
の
原
)
、

小
6
・:
平
松

直
也
(
天
真
)
、
中
1
男
子
:
原
尾

健
作
(
池
田
)
、
中
2
男
子
・:
田
中

孝
幸
(
諏
訪
)
、
中
3
男
子
・
:
井
手

崇
(
諏
訪
)
、
中
学
女
子
:
・舟
森
忍

(微
神
堂
)

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。つ

」
判「-13-



隠
し
ゅ
今

郷
土
の
文
芸
誌

第
お
集

「
大
村
文
芸
」

作ロ凹

。
川
柳
の
部
日
刊
句

投
句
先
・
:
指
方
重
幸
(
須
田
ノ
木

町
8
5
3
1
5
)

。
短
叡
の
部

H
m山
首
(
題
名
を
つ

け
る
)

投
句
先
:
・
島
崎
重
八
(
東
本
町
3

0
俳
句
の
部
日
刊
句
(
題
名
を
つ

け
る
)

投
句
先
:
・
川
崎
紀
穂
(
玖
島
2
丁

目
9
3
1
4
)

。
詩
・
随
筆
な
ど

送
付
先
・
:
中
島
白
舟
(
木
場
2
丁

目
5
3
6
1
1
)

誌
代

1
5
0
0
円
(
作
品
と
同

時
に
納
入
)

そ
の
他
『
大
村
文
化
』
に
掲
載

す
る
作
品
を
各
人
一
句
(
首
)
同

時
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

1
月
紅
白
岡

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校

准
看
護
婦
(
士
)
学
生

市
内
の
病
医
院
で
働
き
な
が
ら

学
び
、
准
看
護
婦
(
土
)
試
験
受

市
子
ど
も
時
譲
展
管
聾
譲

部
門
お
よ
び
作
品
規
定

①
絵
画
の
部
・
用
具
・
:
ク
レ
ヨ

ン
、
ク
レ
パ
ス
、
水
彩
と
し
ま
す
。

・
サ
イ
ズ
・
:
画
用
紙
サ
イ
ズ
で
、

8
つ
切
り
ま
た
は
4
つ
切
り

②
書
の
部
半
紙
と
し
ま
す

c

課
題
①
絵
画
の
部
l
自
由
で
す

②
書
の
部
l
小
1
・
:
ゆ
め
、
小
2

・
:
土
手
、
小
3
・
:
社
会
、
小
4
:
・

成
功
、
小
5
:
・
時
代
、
小
6
:
・栄

光
、
中

1
:開
発
、
中
2
・
:
推
進
、

中
3
:
・
飛
躍
(
中
3
の
み
楢
書
ま

た
は
行
書
で
も
よ
い
)

験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

応
募
資
格
原
則
と
し
て
高
校
卒

業
者

(
3
月
卒
業
見
込
み
含
む
)

募
集
人
員
必
人

修
業
年
限

2
年

申
込
期
間

1
月

μ
日附，，
¥
J
2
月

2
日
仕

入
学
試
験

2
月
8
日
働

願
書
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校
(
協
和

町
7
7
9
2
@
6
7
1
2
)

資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
小
・

中
学
生

応
募
方
法
出
品
作
品
は
、
自
作

で
未
発
表
(
校
内
展
は
出
品
可
)

の
も
の
で
各
部
門
1
人
1
点。

作
品
に
は
、
学
校
(
団
体
名
)
、

学
年
、
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ

作
品
の
搬
入

2
月
1
日
働

1
日

日
悩
ま
で
に
市
コ
ミ
セ
ン
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
市
長
賞
、
市
議
会
議
長
賞
、

教
育
委
員
会
賞
を
は
じ
め
、
優
秀
、

優
良
、
佳
作
な
ど

問
い
合
わ
せ
市
子
ど
も
美
術
展

事
務
局
(
幸
町
お
(
)
お
市
コ
ミ
セ

ン
内
包
⑭
3
1
6
1
)

国
立
口
之
津

海
員
学
校
本
科
生

受
験
資
格
中
学
校
卒
業
以
上

(
3
月
卒
業
見
込
含
む
)

修
業
年
限

3
年
(
高
卒
同
等
資

格
付
与
)

募
集
人
員
約
羽
入

試
験

2
月
刊
日
制

申
込
期
間

1
月
9
白川
W
P1
2
月

8
日
樹

問
い
合
わ
せ
口
之
津
海
員
学
校

(〒

m
l
釘
南
高
来
郡
口
之
津

町
丁
5
7
8
2
8
0
9
5
7
⑮

2
1
5
1
)
 

県
立
佐
世
保

看
護
学
校
学
生

受
験
資
格

• 准
看
護
婦
(士)
の
免

許
を
取
得
し
た
後
、

3
年
以
上
准

看
護
婦
は
の
業
務
に
従
事
し
て
い

る
人

-
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
准
看
護

婦
封

(
3
月
卒
業
お
よ
び
免
許
取

得
見
込
み
含
む
)

試
験

2
月
1
日
樹
(
〕
2
目
的

申
込
期
間

1
月
9
日
附
(
)
同
日

幽
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
佐
世
保
看
護
学
校
(
干
即
佐

世
保
市
平
瀬
町
3
1
1
2
0
9
5

6
⑫
4
1
3
1
)
 

N
H
K
学
園

生
涯
学
習
通
信
講
座

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、
囲

碁
な
ど
叩
講
座
1
6
7
コ
l
ス

申
込
期
限

1
月
旧
日
同

※
案
内
書
(
無
料
)
を
ご
希
望
の

市謹住宅入居者募集
種別!住宅名|戸数 間取り 家賃(月額・円)

池 田 3 I 3DK 15，500 

l 竹 松I9 2K~3DK 7 ， 200~17 ， 000 

|久原第二 9 I 3DK 21.200~23.800 

原口アパート 5 3DK 27.200 

種 原 口 1 3DK 24，700 

東諏訪 1 3K 23，200 

2 池 田!6 2K~3K 7 ， 800~9 ， 200 

l 竹 松 2 2K 6.400 

種 久原第二 1 3DK 18，200 

|駅 月日 2 2K 6，500 

受け付け 1月 7日但)----12日(卦

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

人
は
、

N
H
K
学
園
八

E
八
十
一

係
(
干
胤
旧
東
京
都
国
立
市
富

士
見
台
2

1日
初

2
0
4
2
5
⑫
3

1
5
1
)

へ
、
あ
な
た
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

お
よ
び
ご
希
望
の
講
座
名
を
ハ
ガ

キ
に
明
記
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

14-

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

H
2
月コース

内
容
・
パ
ソ
コ
ン
入
門
・
ワ
ー

プ
ロ
講
座
(
ユ
ー
カ
ラ

a
r
t
)

-
N
C
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎

・JI
S検
定
被
覆
ア
!
ク
溶
接

(
中
板
・
実
技
)
・
同
学
科
受
験

準
備
講
習
・

D
I
S
K
-
B
A
s

-
k
m
w
・
建
築
専
用
C
A
D
講
座

・
デ
ジ
タ
ル

I
C
入
門

申
込
期
間

1
月
5
日
出

1
m目

、日申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー
(
諌
早

市
小
船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

自

{萄

官

(
二
等
陸
・
海
・
空
士
)

資
格

子申
し
込
み
随
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
⑨

6
2
1
7
)
 

四
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
男



広報おおむ ら 平成 3年 1月号

咽
お
お
む
ら
駅
伝

和
競
走
大
会
参
加
者

ご
寄
付

ご
好
意

期
日

2
月
日
日
開

場
所

萱
瀬
小
学
校
周
辺
コ

l
ス

(
U
凶
×

5
区
間
)

参
加
資
格

O
A
ク
ラ
ス
・
一

般

・
高
校
男
女
、
中
学
男
女
(
一

般

・
高
校
男
子
の
陸
協
登
録
選
手

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
)

O
B
ク
ラ
ス
・
:
一
般

・
大
学

・
高

校
・
自
衛
隊
中
隊
単
位
・市
外
チ
ー

ム
(
陸
協
登
録
選
手
の
参
加
可
能
)

参
加
料

1
チ
l
ム
5
0
0
0
円

(
ゼ
ッ
ケ
ン

・
タ
ス
キ

・
障
害
保

険
料
を
含
む
)

表
彰

チ
l
ム
総
合

(
A
・
B
共

1
1
3
位
)
お
よ
び
個
人
区
間
賞
、

特
別
賞

(
A
ク
ラ
ス
の
み
、
飛
び

賞
有
り
)

a"が
と
う
ご
ポ
V
ま
し
た

。
香
典
返
し

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
嶋
田
政
子
(
西
本
町
)
日
万
円

文
化
基
金
へ

V
谷
野
泉
(
陰
平
町
)
叩
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
勝
野
達
雄
(
久
原
2
丁
目
)
叩

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
高
漬
盈
子
(
古
町
1
丁
目
)
金

一
封

V
井
本
文
枝
(
田
下
町
)
日
万
円

V
大
浦
博
(
玖
島
2
丁
目
)
却
万

円

(
敬
称
略
)

。

一
般
寄
付

大
村
市
へ

V
田
崎
鶴

一

(西
三
城
町
)
自
走

式
草
刈
機
日
万
8
千
円
相
当

文
化
基
金
へ

V
桜
龍
吟
舞
道
大
村
吟
詠
会

l
初

万
円

清
和
国
へ

V
童
謡
を
う
た
う
会

l
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・岩
井
勝
・

中
島
松
一

・
末
永
辰
夫

・
田
尻
義

彦
)
理
容
奉
仕

V
水
主
町
老
人
会
H
H
慰
問

1
月
刊
日
同

i
n日

受
付
期
間

附問
い
合
わ
せ

大
村
市
陸
上
競
技

協
会

・
奥
村
(
宮
@
2
6
8
5
夜

間

・
休
日
、

宮
(⑪
2
6
1
1
昼
間
)

※
申
込
書
は
、
体
育
課
に
あ
り
ま

す
。

県
下
冬
季

卓
球
大
会
参
加
者

午
前
9
時

日
時

1
月
日
日
師
、

初
分
試
合
開
始

場
所

市
民
体
育
館

競
技
種
目

一
般
男
子
、
一
般
女

子
、
壮
年
男
子
、
ベ
テ
ラ
ン
男
子
、

V
樋
口
ト
メ

l
菓
子

V
岩
松
子
供
会
l
慰
問

V
大
村
竿
舞
会

l
魚

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
村
市
連
合
婦
人
会

1
2万
円

V
サ
ン
ラ
イ
フ

1
2
万
3
7
8
7

円V
旅
館
山
水
(
嬉
野
町
)
布
団

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

V
大
村
ス
ポ
ー
ツ

1
ス
ポ
ー
ツ

ウ
ェ
ア

V
大
村
野
上
岡
l
衣
類

V
高
木
信
良
(
竹
松
町
)
プ
ラ
モ

一アル
V
実
天
宮
敬
神
婦
人
会

l
ま
ん

じ
ゅ
う

V
鬼
橋
町
ゆ
り
の
会
1

7
千
円

泉
の
里
へ

中
学
男
子
、
中
学
女
子
の
各
シ
ン

グ
ル
ス

申
し
込
み

朝
長
靖
彦
(
玖
島
2

丁
目
4
0
5
8
@
6
5
3
1
)

申
込
締
め
切
り

1
月
5
日
∞

そ
の
他

参
加
者
は
、
必
ず
ゼ
ッ

ケ
ン
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

第

7
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参

加

者

日
時

2
月
口
日
冊
、

場
所

市
民
体
育
館
、

校
体
育
館

参
加
資
格

午
前
9
時

大
村
小
学

-
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

V
松
原
北
部
福
寿
会
l
慰
問

・
タ

オ
ル

V
甚
吾
田
周
市
(
中
岳
町
)
り
ん
ご

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
萱
瀬
中
学
校
l
慰
問

V
諏
訪
保
育
園
l
慰
問

・
便
り

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
藤
井
ト
シ
子
(
大
川
田
町
)
2

万
円

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
楠
本
保
(
徳
泉
川
内
町
)
3
万
円

V
尾
崎
修
二
(
中
里
町
)
み
か
ん

V
南
善
継
(
松
原
2
丁
目
)
い
も
・

か
ぼ
ち
ゃ

V
古
瀬
マ
キ
(
西
大
村
本
町
)
タ

オ
ル
ケ
ッ
ト
、
オ
ム
ツ
布
ほ
か

V
松
尾
満
雄
(
木
場
2
丁
目
)
か

ぼ
ち
ゃ

V
山
崎
芳
江

(
武
部
町
)

2
万
円

団
に
登
録
し
た
小
学
生
女
子
で
あ

る
こ
と
。

-
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
。

参
加
費

1
チ
1
ム
1
0
0
0
円

※
申
込
時
に
い
た
だ
き
ま
す
。

チ
l
ム
編
成
・
単
位
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
編
成
し
て
く
だ
さ
い

0

・
出
場
は
、
4
年
生
2
人、

5
年

生
2
人、

6
年
生
3
人
の
計
7
人

と
し
、
補
欠
は
6
人
と
し
ま
す
。

申
込
期
限

2
月
8
日
働

申
し
込
み

体
育
課

※
申
込
用
紙
は
、
体
育
課
お
よ
び

各
校
区
理
事
の
所
に
あ
り
ま
す
。

※
審
判
は
、
各
チ
1
ム
よ
り
指
導

者
1
人
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
宮
崎
猛
憲

万
円

V
坂
本
浩
(
徳
泉
川
内
町
)

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
樋
口
キ
サ
(
木
場
2
丁
目
)
み

か
ん

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
大
村
野
上
岡
l
衣
類

V
富
松
神
社
氏
子
青
年
会

1
カ

セ
ッ
ト

V
天
理
教
婦
人
部
l
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
佐
世
保
米
軍

1
奉
仕

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
H
H
ま
ん
じ
ゅ

(
徳
泉
川
内
町
)
3

レ、
も

〉つ慈
恵
荘
へ

V
森
下
龍
浄
(
南
高
南
串
山
町
)

初
万
円

V
山
口
調
六
(
原
町
)
5
万
円

レ
ア

イ

ス

卓

球

教

室

期
間

1
月
日
日
例
1
3
月
初
日

側
、
毎
週
水
曜
日
、
午
前
叩
時
(
)
ロ

時
ま
で
叩
回

場
所

市
民
体
育
館

対
象

一
般
女
子

定
員

お
人

参
泊
費

無
料
(
た
だ
し
、
傷
害

保
険
加
入
金
1
1
0
0
円
)

指
導
者

市
車
球
協
会
員

申
込
方
法

1
月
刊
日
同
ま
で
に

体
育
課
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
本
野
安
範
(
本
町
)
加
万
円

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う

i
ま
ん
じ
ゅ

〉つV
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

1
観

葉
植
物

・
無
料
点
検
ほ
か

V
菅
一
瀬
中
学
校
l
奉
仕

・
菊
鉢

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
プ

1
奉
仕

V
高
尾
カ
ラ
オ
ケ
教
室
(
長
崎
市
)

カ
ラ
オ
ケ

・
バ
ナ
ナ

・
み
か
ん
ほ

カV
ダ

・
カ
l
ポ
リ
歌

・
石
け
ん

・

パ
ス
タ
オ
ル

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
木
下
水
子
先
生
ほ
か
ね
人

l
民

マ問三
彩
の
里
琴
平
文
庫
へ

V
野
口
キ
ヌ
エ
(
原
町
)
本

V
木
村
喜
代
春
(
諌
早
市
真
崎
町
)

本
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1毘の健康合レC，qm
4
1
月
は
、
市
県
民
税

(
4期
)
、
国
民
健
康
保
険
税
(
ア
期
〉
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1 E3 
当番医

15日
当番医

(火・祝)
(小)出口小児科医院 諏訪 3丁目 fi@2252 

(火・祝)
(内・小)松井医院 久原 2丁目 包③ 6624

(整)牟田整形外科医院古町 2丁目 E② 4501 (外)松尾外科医院東本町 宮@ 3331 

2日
当番屋 1 6 (日水) 妊婦教室(2) 中地区公民館 13・00-16:00
(内・小)野口内科こども医院 西大村本町 E②2339 

(水)
(内)JII本内科医院久原 1丁目 合⑪ 5675 3歳児健康診査 大村保健所

当番医
⑧9: 30-10:00、13:00-13:30

3日 17日 ⑪昭和62年7月生まれ(62年1月-6月生まれで、

(柄
(小)回JII小児医院 東本町 宮② 4000

(本) まだ受けていない人も受診してください)
(耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町 宮@2706

⑪母子健康手帳、問診票

4日 |成人の健康相談 福祉セ ンタ- 13 : 00 -15 : 00 定期巡回献血 市役所 9:30-12:00 

(蛍 ⑪40歳以上⑪血圧測定・みそj十の塩分濃度調IJ定ほか
T歳6か月児健康診査 市コミセン

6日
当番医 18日 ⑧13・00-13:30 @⑮…11日(針と同じ

(内・小)松永医院 古町 2丁目 宮② 2943 (劃 成人の健康相談 福祉センター 13: 00-15: 00 

(日)
(外・内)田崎医院 古町 1丁目 fi@ 1234 

@⑪ ..4日(針と 同 じ

安産教室 市役所 9:30-11:00 ⑧9:30まで 1 9 (日土) 耳とことばの相談 福祉セ ンター 13:00-15:00

ア日 @光寺子健康手帳、ズボン

(月) 一散健康相談 市役所 13: 00 -16 : 00 当番医

⑮血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか (内・小)琴尾医院 西=城町 宮@ 205 6 
(日)! 

(整)松永整形外科医院西大村本町白雲寝2333
乳鈎児健康相談 市コミセン

8日 ③9: 30-11 :00， 13: 30-15:00 23日 妊婦教室(3)中地区公民館 13 :00-16: 00 
(火)

⑮離乳食教室 10:30-15:00 
(水)

2 4 (日木)9日
機能訓練根気の会 福祉センター 13・30-15:30

妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00-16・00
(水) 当番医

10(日木~ I 機能訓練根気の会 福祉センタ-13:30-15・30

27日
(胃・内)津田胃腸科内科医院 小路口本町 宮⑤1507

(日)
(整)負松病院 東本町 fi~ 1161 

オ歳6か月児健康診査 28 (日月) 乳却兜健康相談 二浦出張所⑧9:30-11: 00 

市コミセ ン ⑧13 :00-13: 30 

11日 @平成元年6月生まれ(昭和64年・平成元年1月 29日 乳却児健康相談 鈴田出張所⑧9:30-11:00 

(金) -5月生まれで、まだ受けていない人も受診し (火) 福重出張所 ⑧13: 30-15・00

てくださし、)

3 0 (日水)⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ 妊婦教室件) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

|当番医 略号の説明 ⑪…対象 ②..受け付け ⑫…内容

13日 (内・小)中村医院東本町 宮② 2733 ⑮一持っ てくるもの

(8) 整)牟田整形外科医院 古町 2丁目 色② 4501 当番医の診療時間 9・00-18・00

毎
月
1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所

(
畳
間
1
丁
目
お

荷

T

I

l
l

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
刷

康

真

堂

印

刷

(+27 ) 

38，169 
(ート25) 

女

22，631 
(+8) 
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)内は前月比

世帯数

1 月の文相ボート ( 10~ 1 5 日、 19~23 日 ・ 三地区対抗戦 )
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